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＜連絡事項＞

・オンコール変更について

6月9日（月）が小向SGM→東
6月1日(木)が東→小向SGMになります。

・昨日予定していた勉強会（誤嚥・レントゲンの診方）は5/26（月）行う事としています。

・5/19（月）心電図（19名）を日勤にて実施し深夜勤務帯にて検尿（3名）実施予定となっています。

· 「春の鑑賞会・外出プログラム」の企画書が届いています。

5/19（月）～5/29（木）の8日間

　鑑賞会のプレーミーティングは当日（毎回）8：45～西ミーティングルームで行

います。

鑑賞会につくスタッフは必ず携帯電話を持参してください。

佐々木淳様に関し歩行訓練を行なっている事もあり、歩行情況について介入し

ていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 井上　和美様～松尾歯科受診し右下奥歯の化膿が治癒した為、レントゲン撮影

　と挿入する歯の型をとっています。

　　　　　　　　今後作成し歯を入れていく予定になっているとの事です。

　　　　　　　　次回、5/19（月）11：30受診予定となっています。

· 駒木　洋士様～5/19（月）13：00～16：30　自宅へ単独での外出について主治医　　　　

より許可でています。

· 大上　なみ様～本日お兄様面会にいらし、地元で行われている検診について本人　　　　　　　　　　　　　

へ確認されています。

　　　　　　　　本人の希望として当院で行わないと話されており、お兄様へ当院にて3ヶ月に1度検査を行っている事説明しています。

　　　　　　　　お兄様へ対し挨拶・お礼をする事が出来ておらず、お兄様を対象にＳＳＴでの練習含め挨拶・お礼を声掛けしています。今回のことを踏まえ、本人へ挨拶・お礼の必要性について認識して頂く様介入していきましょう。

＜注目患者様ケア状況＞

· 木村　梅子様～以前は単独外出にて買い物を行なっていたが、店内・歩道で小走　　　　　

りにて移動がみられ、事故・転倒などの危険性考えられ、2月上旬よりスタッフ付き添いでの外出を行っています。

現在棟内では落ち着いて行動する事できている買い物・歩行状況を確認後評価し、単独外出について評価検討を行なっていきましょう。

· 豊川　明彦様～5/14（水）伯母様同伴にて買い物に出かけられています。帰院後　

スタッフへ家族（兄弟含む）からの電話については取り次がないで欲しいと希望聞かれています。

本日その事について話しており、本人としてはヨコマチストアーまで最近ようやく行けるようになったばかりであり、大きな量販店に行き「パニックになった」「ヨコマチへはスタッフと一緒で安心だが伯母さんとで不安だった」と話されています。

外出からの帰院後より「作業療法に手がつかない」と話されています。言葉にし伝えられた事に対し評価しており、話し伝えることの大切さを伝えています。現在睡眠の不安定さ見られている為、睡眠状況の観察をしていきましょう。

又リハプロに関し現在見学をされており、本人としては他者との距離を徐々に縮めている所である事話しているため、無理に進めず様子観察して行きましょう。

今回のことについて他のスタッフが介入する事で本人への負担が考えられる為統一し介入していきましょう。

　

＜猪股Drケースカンファ＞

・蛯名　勝幸様～5/12（月）リハプロ参加の際に左大腿部の疼痛訴え聞かれ、肉離れの可能性があるとのことから、リハプロ・作業療法への参加は行なわず病棟にて、作業療法で行っている課題に取り組み、リハプロの時間は貼り絵を行なう事になっています。本日の様子として午前中は、食事以外臥床されている状態となっている為、規則正しい生活について本人へ伝えています。

＜ＳＳＴ＞

　・明日のＳＳＴのロールプレイでは、患者様同志でのモップの柄をぶつけられた事や、水をかけられて口論になった事を議題にし、誠意のある謝り方・ぶつけない為の方法や自分が行っている行動で良い方法などについて話しあっていきましょう。










